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Abstract 
The moduration technique in the spread spectrum communication usually inc1udes the process to modurate 
the carrier signal by means of ASK， PSK or FSK as the primary moduration， and then primary modurated sig-
nals are spreaded by the use of pseudo-noise(PN) code as the secondary moduration 
In spread spectrum communication techniques， the PN code synchronization is a very important problem to 
establish the communication channels， so that a great many techniques has proposed concerned with it. In the 
case of digital date transmission system， a moduration technique which is called code moduration may be prop-
osed in this paper‘The moduration method inc1ude the procedure to multiply the PN code and data signal as 
the primary moduration， and then carrier signal is spreaded using that newly produced spread signal. The 
advantage of the code moduration is easy to establish the PN code synchronization 
This paper describes on a experimental system using the circuit to process the carrier and the c10ck for PN 
code generator in phase. In conclusion， from results of the transmission test using its system， we found that 
our newly developed synchronization circuit is reliable for the spread spectrum communication system to 
transmit digital signals 
1.はじめに
最近，特に注目されつつある通信方式にスペクトラム拡散 (SpreadSpectrum，以下回と略記)




















非同期状態から送受信聞の PN(Peudo Noise)符号系列のフレーム (PN符号パターンの一周
期分)の時間ずれを一致させること，即ち，非同期状態から符号の位相を合わせ，同期状態にす
ることを同期捕捉 (initialsyncronization，又は，初期間期)という O 同期捕捉には同期信号ー挿
入方式や整合フィルタを用いる方式等があるが，ここでは本研究で用いたスライデイング相関器
について述べる O
スライデイング相関器 (slidingcorrelator)は最も単純な同期方式である O 凶 1はその動作
の流れを示したものである。受信側のクロック周波数にオフセットを与え，受信側の PN符号系
列をスライドさせて送受信聞の両方の PN符号の相対位相をずらし，相関値を調べる O 予め設定
したしきい値を越えるレベルの相関値が得られると， PN符号系列の位相が合ったものとして
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長系列， M系列符号を使用した。 PN符号発生器のクロック信号には， 3. 579545MHzの水品発振










































期追跡部である DLLである。 DLLは，図-7に示すように PN符号発生器のシフトレジスタの N
























のクロック周波数を fs，ロック時のクロック周波数を foで表すと，サーチ速度は， I fs-fo Iで
ある。これは1秒間にサーチできる PN符号系列のピット数を表している。同期捕捉には最大で
一周期分サーチする必要があるので， PN符号系列の長さを m=2n_ 1とすると，最大同期捕捉
時間 tmは，













であたえられる O 又，信号がなくても雑音によって同期を検出してしまう同期誤り率 Pfは，
~ J';(I.oise)d V -f ~g(nois例 V

























で信号を伝送線に出力する O アナログ・スイッチを ON・OFFさせるための信号は，スイァチン
グ・パルス発生回路から出力する。受信側で逆拡散された信号のレベルを検出することで同期が
















れは， M系列符号の一周期の長さがかわることに相当する O 測定値は10回測定して平均値をとっ





らつきはあったが，この傾向がはっきりと現れている o M系列符号の代わりに lピットの繰り
返しパルスを使用した場合，サーチは 1ピァト以内となるので，最小の捕捉時間と言うことがで






















5 6 7 8 9 官) 11 12 13 14 15 
.M嘉ミヲ7ijど欠愛党 n 




















































o -2 -4 





















o -2 -4 



















































1 ) R. C. Dixon著，立野敏，片岡志津雄，飯田清共訳:最新スペクトラム拡散通信方式， ]ATEC出版
2) John G. Proakis: Digital Communicatins， P.554-P. 597， McGRAW-HlLL Book Co. (1985) 
3 ) R.L. Pikhnltz， D. L. Schilling， L.B. Milstein: Theory of Spread Spectrum Communication-A Tutorial， 
IEEE Trans， CON-30， P.884 -P. 885 (1982) 
4 ) Charles E. Cook， Fred W. Ellwesick， Laurence B. Milstein， Donald L. Schilling: Spread Spectrum Com. 
munications， IEEE PRESS 
5 )広崎膨太郎:スペクトラム拡散通信の応用について，電気学会誌， 105巻， 1号， p 45-p 49(1985) 
6 )角川靖夫，塚本賢→，スペクトラム拡散通信とその適用分野1.電チ通信学会誌， Vol. 65， Vol. 9， 
p. 967-p. 971(1982) 
7)角川靖夫，塚本賢一，スペクトラム拡散通信とその適用分野I，電子通信学会誌， Vol. 65， Vol. 10， 
p. 1053-p. 1059(1982) 
8 )柏木潤 :M系列再発見，計測と制御， Vol. 20， No.2， p. 236-p. 245(1981) 





12) B. P. Lathi著，中1惣之助，宇佐見興命共著:通信方式，マブロウヒルブック(1977)
122 
